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北海・大阪・奥羽・四国・九州・京都・西中国2026年度

　
第
86
回
北
海
教
区
定
期
総

会
は
、
4
月
29
日
か
ら
30
日

に
か
け
て
札
幌
北
光
教
会
に

て
開
催
さ
れ
た
。
開
会
時
の

議
員
数
は
1
1
8
名
中
88
名

で
あ
っ
た
。
教
区
幹
事
選
任

に
関
す
る
件
が
可
決
さ
れ
、

石
田
歩
教
師
が
教
区
幹
事
と

し
て
選
任
さ
れ
た
。
北
海
教

区
に
お
い
て
教
区
幹
事
は
教

区
の
事
務
局
長
で
あ
り
、
教

区
の
諸
教
会
の
牧
師
で
あ

り
、
教
区
の
諸
教
師
の
牧
師

で
も
あ
る
。
厳
し
い
職
務
で

あ
る
こ
と
か
ら
心
身
の
健
康

が
守
ら
れ
る
よ
う
に
具
体
的

な
手
立
て
が
検
討
さ
れ
る
よ

う
、
ま
た
幹
事
を
支
え
る
共

同
体
の
祈
り
が
必
要
で
あ
る

と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　「
十
二
使
徒
教
会
の
解
散
」

に
関
し
て
決
議
が
行
わ
れ

た
。
教
会
の
解
散
と
い
う
痛

み
が
あ
る
こ
と
を
教
区
全
体

で
分
か
ち
合
い
「
宣
教
の
使

命
」
と
は
何
か
を
改
め
て
見

つ
め
直
す
と
き
と
な
っ
た
。

札
幌
市
内
の
諸
教
会
で
新
し

く
教
会
生
活
を
始
め
る
お
一

人
お
ひ
と
り
に
神
の
導
き
を

祈
る
。

　
常
置
委
員
選
挙
と
教
団
総

会
議
員
選
挙
に
際
し
、
選
挙

方
法
と
し
て
常
置
委
員
選
挙

は
「
単
記
」、
教
団
総
会
議

員
選
挙
は
「
半
数
連
記
」
が

常
置
委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
北
海
教
区
は

選
挙
方
法
と
し
て
「
全
数
連

記
」
を
採
用
し
て
き
た
が
、

少
数
意
見
を
聞
き
会
議
で
多

く
の
意
見
を
交
わ
す
こ
と

が
、
北
海
教
区
が
紡
い
で
き

た
連
帯
で
あ
る
こ
と
を
思
い

「
単
記
・
半
数
連
記
」
を
提

案
し
、
こ
の
選
挙
方
法
が
承

「
単
記
・
半
数
連
記
」で
選
挙
を
実
施

北海

札幌北光教会を会場に

お
知
ら
せ

　「
教
団
新
報
」
次

号
を
、
7
月
11
日
に

5
0
4
8
増
刊
号
と
し

て
発
行
し
ま
す
。

総
幹
事
　
網
中
彰
子

認
さ
れ
た
。

　
北
海
教
区
の
平
和
を
求
め

る
決
議
と
し
て
《
戦
争
す
る

国
へ
の
道
を
急
速
に
突
き
進

も
う
と
し
て
い
る
日
本
政
府

に
対
し
て
、
抗
議
の
意
志
を

表
明
し
、
軍
事
力
に
よ
ら
な

い
平
和
へ
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
推
進
す
る
決
議
に
関
す

る
件
（
議
案
第
13
号
）》、《
北

海
道
電
力
泊
原
子
力
発
電
所

の
再
稼
働
中
止
と
廃
炉
を
目

指
し
、
北
海
道
を
核
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
と
し
な
い
為

の
行
動
を
推
進
す
る
決
議
に

関
す
る
件（
議
案
第
14
号
）》、

《
日
本
社
会
に
は
び
こ
る
排

外
主
義
に
基
づ
く
外
国
人
へ

の
あ
ら
ゆ
る
差
別
に
反
対
す

る
声
明
に
関
す
る
件
（
議
案

第
15
号
）》、《
2
0
2
6
年

度
ア
イ
ヌ
民
族
の
権
利
を
回

復
す
る
運
動
の
推
進
決
議
に

関
す
る
件
（
議
案
第
16
号
）》

が
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、《
北

村
慈
郎
教
師
の
免
職
処
分
を

検
証
し
、
教
団
総
会
に
「
教

会
と
伝
道
所
の
位
置
付
け
」

「
二
種
教
職
制
」
問
題
解
決

の
た
め
規
則
改
正
を
求
め
る

件
（
議
案
第
17
号
）》
が
可

決
さ
れ
、
議
案
13
号
と
17
号

は
第
44
回
教
団
総
会
に
提
出

す
る
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果
（
半

数
改
選
）

【
教
職
】
金
澤
友
幸
（
苫
小

牧
弥
生
）、久
世
そ
ら
ち
（
美

唄
）

【
信
徒
】
加
藤
公
子
（
美
唄
）、

国
井
慎
司
（
月
寒
）

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
原
和
人
（
札
幌
手

稲
）、杉
本
和
道
（
真
駒
内
）、

久
世
そ
ら
ち
（
美
唄
）、
杉

岡
ひ
と
み
（
千
歳
栄
光
）、

伊
藤
大
道
（
興
部
・
稚
内
）、

西
岡
知
洋
（
余
市
）、
石
田

歩
（
教
区
幹
事
）

【
信
徒
】
今
多
正
行
（
札
幌

　
第
71
回
大
阪
教
区
定
期
総

会
が
、
5
月
15
～
16
日
の
日

程
で
、
大
阪
高
松
カ
テ
ド
ラ

ル
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
を
会
場

に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
開
会

時
の
議
員
数
は
、
正
議
員

2
6
2
名
中
1
4
4
名
。
開

会
礼
拝
前
に
尾
島
信
之
議
長

か
ら
「
今
回
は
開
会
礼
拝
の

中
で
准
允
式
、
按
手
礼
式
は

行
わ
れ
な
い
。
行
わ
れ
る
場

合
は
日
本
基
督
教
団
信
仰
告

白
を
告
白
す
る
か
否
か
の
議

論
を
議
場
で
し
て
い
る
。
ま

課
題
を
共
に
す
る
伝
道
所
と
教
会
が
合
併

大阪

た
、
総
会
準
備
委
員
会
で
話

し
合
い
、
そ
れ
を
常
置
委
員

会
で
検
討
す
る
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
教

団
信
仰
告
白
を
し
な
い
こ
と

に
す
る
」
と
説
明
が
あ
り
、

礼
拝
で
聖
餐
式
は
執
行
さ
れ

た
が
、
日
本
基
督
教
団
信
仰

告
白
は
告
白
さ
れ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
昨
年
の
総
会
の

反
省
か
ら
、
議
場
で
の
差
別

的
発
言
が
あ
っ
た
場
合
は
そ

の
場
で
丁
寧
に
対
応
す
る
こ

と
を
求
め
る
建
議
・
請
願
が

提
出
さ
れ
た
。

　
各
報
告
、
決
算
予
算
等
法

定
議
案
が
順
調
に
承
認
、
可

決
さ
れ
た
後
、「『
出
来
島
伝

道
所
』
と
『
大
阪
西
淀
川
教

会
』
の
合
併
に
関
す
る
件
」

が
上
程
さ
れ
た
。
活
動
の
困

難
さ
を
課
題
と
し
て
い
た
両

者
が
、
同
一
牧
師
に
牧
さ
れ

て
い
る
と
い
う
状
況
を
前
向

き
に
受
け
止
め
た
こ
と
が
説

明
さ
れ
、議
案
は
可
決
。「
日

本
基
督
教
団
西
淀
川
き
ぼ
う

教
会
」
と
し
て
新
し
い
歩
み

が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
教
区
機
構
検
討
に
関
す
る

協
議
会
の
後
、
常
置
委
員
の

定
数
削
減
を
主
な
内
容
と
し

た
「
大
阪
教
区
規
則
変
更
に

関
す
る
件
」
が
議
さ
れ
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
問

題
、
単
な
る
規
模
縮
小
へ
の

危
惧
、
教
区
の
将
来
像
に
つ

い
て
等
活
発
な
議
論
が
な
さ

れ
た
が
、
次
年
度
再
提
出
す

る
こ
と
と
し
、
議
案
は
取
り

下
げ
と
な
っ
た
。

　
そ
の
他
「
北
村
慈
郎
教
師

の
『
免
職
処
分
』
の
無
効
を

確
認
し
、
北
村
慈
郎
教
師
の

『
免
職
処
分
撤
回
』
を
教
団

総
会
に
求
め
る
件
」、「
日
本

基
督
教
団
は
『
沖
縄
宣
教
連

帯
金
』
の
減
額
分
7
6
0
万

円
を
支
出
す
る
件
」、「
辺
野

古
新
基
地
建
設
中
止
・
普
天

間
飛
行
場
即
時
返
還
・
琉
球

弧
に
お
け
る
自
衛
隊
基
地
化

カトリック玉造教会にて開催

　
園
長
を
務

め
る
教
会
付

属
幼
稚
園
に

シ
ロ
と
い
う

19
歳
の
猫
が

い
る
。
生
後

2
ヶ
月
の
頃
に
園
庭
で
倒

れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
保
護
さ

れ
、
園
児
た
ち
の
懇
願
に

よ
っ
て
園
で
飼
う
こ
と
に

な
っ
た
。
か
つ
て
は
保
育
室

や
教
会
の
礼
拝
堂
を
縦
横
無

尽
に
歩
き
回
っ
て
い
た
そ
う

だ
が
、
年
を
取
っ
た
今
は
2

階
建
て
ケ
ー
ジ
で
の
ん
び
り

過
ご
し
て
い
る
。
▼
シ
ロ
は

兎
に
角
よ
く
食
べ
る
。
高
齢

な
が
ら
食
欲
旺
盛
で
、
か
か

り
つ
け
の
獣
医
も
感
心
す

る
。
ケ
ー
ジ
の
前
を
通
り
か

か
る
と
さ
か
ん
に
鳴
い
て
は

食
事
を
求
め
て
く
る
。「
ま

だ
ご
は
ん
の
時
間
じ
ゃ
な
い

よ
」
と
声
を
か
け
る
が
納
得

せ
ず
鳴
き
続
け
る
。
す
る
と

つ
い
つ
い
食
事
を
与
え
て
し

ま
う
。
あ
ま
り
鳴
い
て
い
る

と
園
児
た
ち
が
心
配
す
る
の

で
根
負
け
し
た
格
好
だ
。
そ

ん
な
シ
ロ
と
自
分
の
姿
に

「
や
も
め
と
裁
判
官
」
の
た

と
え
話
を
思
い
出
し
て
し
ま

う
の
は
牧
師
の
性
か
。
▼
不

義
の
裁
判
官
の
よ
う
な
自
分

で
も
シ
ロ
の
切
望
に
応
じ
る

の
だ
か
ら
、
憐
れ
み
の
父
が

祈
り
に
応
え
て
く
だ
さ
ら
な

い
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
主
イ

エ
ス
は
「
絶
え
ず
祈
る
べ
き

で
あ
り
、
落
胆
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
教
え
る
た
め

に
」
こ
の
た
と
え
を
弟
子
た

ち
に
話
さ
れ
た
と
あ
る
。
誰

よ
り
長
い
時
間
を
教
会
の
中

で
過
ご
し
て
き
た
シ
ロ
に
、

祈
り
の
姿
勢
を
学
ぶ
日
々
で

あ
る
。

反
対
、
憲
法
9
条
堅
持
に
つ

い
て
の
声
明
に
関
す
る
件
」

等
が
可
決
さ
れ
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
尾
島
信
之
（
南
大

阪
）、
宮
岡
真
紀
子
（
北
千

里
）、
東
島
美
穂
（
大
阪
城

北
）、老
田
信
（
大
阪
聖
和
）、

東
島
勇
人
（
東
梅
田
）、
山

﨑
道
子
（
豊
中
）、
有
澤
慎

一
（
池
田
五
月
山
）、
三
浦

遥
（
鳳
）、
藤
川
義
人
（
奈

良
高
畑
）、阿
部
倫
太
郎
（
東

和
歌
山
）、中
西
真
二（
小
阪
）

森
田
恭
一
郎
（
河
内
長
野
）、

井
上
啓
史
（
浜
寺
）、
大
橋

新
（
茨
木
）

【
信
徒
】
岡
山
牧
呼
（
大
阪

聖
和
）、
川
喜
田
好
恵
（
豊

中
）、
東
谷
誠
（
い
ず
み
）、

鈴
木
恵
美
子
（
馬
見
労
祷
）、

西
井
祐
子
（
馬
見
労
祷
）、

松
吉
芙
蓉
（
東
梅
田
）、
徳

本
美
加
（
大
正
め
ぐ
み
）、

山
口
茂
（
大
阪
大
道
）、
森

本
一
平
（
浜
寺
）、
宮
本
修

（
千
里
丘
）、申
一
男（
小
阪
）、

鳴
海
信
子
（
東
和
歌
山
）、

西
口
則
子
（
粉
河
）、
忠
岡

博
（
堺
）

（
小
林
信
人
報
）

元
町
）、
島
田
久
美
子
（
月

寒
）、
一
條
英
俊
（
札
幌
北

光
）、佐
久
間
光
昭
（
置
戸
）、

国
井
慎
司
（
月
寒
）、
加
藤

公
子
（
美
唄
）、林
和
恵
（
岩

見
沢
）

（
西
岡
知
洋
報
）
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議
事
が
予
定
よ
り
早
く
進

行
し
た
た
め
、
教
団
問
安
使

と
の
質
疑
応
答
の
時
間
を
再

度
設
け
た
上
、
議
長
に
よ
る

閉
会
祈
祷
を
も
っ
て
終
了
し

た
。

　
第
81
回
奥
羽
教
区
定
期
総

会
が
5
月
19
～
20
日
に
か

け
て
奥
羽
キ
リ
ス
ト
教
セ

ン
タ
ー
チ
ャ
ペ
ル
に
て
開
催

さ
れ
た
。
開
会
時
、
正
議
員

1
0
9
名
中
82
名
の
出
席
が

あ
り
総
会
は
成
立
し
た
。

　
議
案
「
准
允
受
領
願
い
の

件
」
が
承
認
さ
れ
た
後
、
直

ち
に
准
允
式
が
執
行
さ
れ
、

新
沼
由
美
（
柴
宿
）、
吉
岡

光
恵
（
秋
田
楢
山
）、
吉
岡

優
介
（
秋
田
楢
山
）
各
教
師

が
新
し
く
立
て
ら
れ
、
喜
び

が
議
場
全
体
で
分
か
ち
あ
わ

れ
た
。

　
今
総
会
で
は
10
月
に
開
催

さ
れ
る
教
団
総
会
に
向
け
て

教
団
総
会
議
員
選
挙
を
行
っ

た
。

　
主
な
議
案
と
し
て
、

「
2
0
2
6
年
度
教
区
宣
教

計
画
の
件
」
が
修
正
の
上
、

承
認
さ
れ
た
。

　
当
教
区
で
は
3
読
会
を

も
っ
て
議
案
を
審
議
し
て
い

る
。
第
1
読
会
で
議
場
に
議

案
を
上
程
、
質
疑
応
答
と
討

議
を
行
い
、
そ
れ
を
受
け
て

一
日
目
の
総
会
終
了
後
、
第

2
読
会
で
審
査
委
員
会
が
時

間
を
か
け
て
審
議
す
る
。
二

日
目
総
会
の
第
3
読
会
で
審

査
委
員
会
が
修
正
案
を
議
場

に
提
案
、
議
案
全
体
の
可
否

を
決
議
す
る
。
今
総
会
で
も

議
員
の
様
々
な
意
見
が
反
映

さ
れ
た
、
よ
り
良
い
宣
教
計

画
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
教
団
問
安
使
と
し
て
藤
盛

勇
紀
副
議
長
が
挨
拶
、
議
場

で
質
疑
応
答
の
時
間
を
持
っ

た
。
教
団
機
構
改
定
に
つ
い

て
は
検
討
資
料
を
用
い
た
説

明
が
な
さ
れ
、
教
区
と
し
て

課
題
を
共
有
す
る
時
間
を

も
っ
た
。

　
四
国
教
区
第
84
回
定
期
総

会
が
4
月
29
～
30
日
に
高
知

教
会
に
て
行
わ
れ
た
。
議
員

全
員
の
所
属
と
氏
名
を
呼
び

上
げ
る
形
で
点
呼
が
な
さ
れ

正
議
員
1
3
8
名
中
92
名
の

出
席
を
確
認
し
た
。

　
本
総
会
で
は
教
区
規
則
変

更
案
が
2
件
審
議
さ
れ
た
。

「
第
9
条
変
更
に
関
す
る
件
」

で
は
、
教
区
規
則
変
更
の
定

数
を
3
分
の
2
以
上
と
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
現
行

規
則
で
は
変
更
に
つ
い
て
定

数
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
過

半
数
と
見
做
し
て
い
る
。
し

か
し
重
要
な
教
区
規
則
の
変

更
は
大
多
数
の
賛
成
を
も
っ

て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

さ
ら
に
教
団
の
教
憲
・
教
規

も
変
更
に
3
分
の
2
以
上
の

同
意
を
必
要
と
し
て
い
る
、

と
提
案
理
由
が
説
明
さ
れ

た
。
寺
島
謙
議
長
は
「
規
則

変
更
を
丁
寧
に
行
う
た
め
に

こ
の
変
更
か
ら
3
分
の
2
以

上
を
定
数
と
し
て
採
決
し
た

い
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
3

分
の
2
以
上
を
定
数
と
す
る

こ
と
を
議
場
に
諮
る
が
、
そ

れ
も
3
分
の
2
以
上
の
賛
成

を
も
っ
て
行
い
た
い
」
と
提

案
し
た
。
採
決
の
結
果
い
ず

れ
も
3
分
の
2
以
上
の
賛
成

で
可
決
さ
れ
た
。

　「
第
2
条
変
更
に
関
す
る

件
」
で
は
教
区
総
会
の
開
催

時
期
を
「
4
月
」
か
ら
「
5

月
末
ま
で
」
に
変
更
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
た
。
現
行
で

は
毎
年
大
型
連
休
と
重
な

り
、
移
動
や
宿
泊
の
費
用
負

担
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が

変
更
理
由
だ
。
賛
成
多
数
で

2
条
変
更
は
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
に
教
会
記
録
審
査

を
委
員
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
常
置
委
員
会
に
付
託
し
て

総
会
終
了
後
に
作
業
を
行
う

こ
と
、
新
規
に
互
助
申
請
を

行
う
教
会
が
互
助
へ
の
理
解

を
深
め
る
旨
を
互
助
規
則
に

明
記
す
る
こ
と
が
諮
ら
れ
、

い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
た
。

　
常
置
委
員
会
報
告
で
は
、

東
京
教
区
と
の
伝
道
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
触

れ
ら
れ
た
。
本
総
会
に
は
渡

邊
義
彦
東
京
教
区
議
長
が
来

賓
と
し
て
出
席
し
て
お
り
、

寺
島
議
長
が
5
月
に
行
わ
れ

る
東
京
教
区
総
会
に
出
席
す

る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
教
団
問
安
使
の
藤
盛
勇
紀

副
議
長
に
対
し
て
は
出
版
局

や
機
構
改
定
、
第
44
回
教
団

総
会
の
会
場
変
更
に
関
す
る

質
問
や
意
見
が
挙
が
っ
た
。

　
一
日
目
の
議
事
終
了
後
に

は
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
藤

盛
教
団
副
議
長
が
出
版
局
に

つ
い
て
、
教
団
書
記
を
務
め

る
黒
田
若
雄
議
員
が
機
構
改

定
に
つ
い
て
発
題
し
た
。

　
二
日
目
は
朝
に
准
允
式
と

按
手
礼
式
が
執
り
行
わ
れ
、

正
教
師
1
名
、
補
教
師
1
名

が
そ
れ
ぞ
れ
立
て
ら
れ
た
。

互
助
に
関
し
て
9
教
会
に
合

計
約
1
6
0
0
万
円
を
支
出

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
ほ

か
決
算
・
予
算
、
各
種
報
告

は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
寺
島
謙
（
松
山
城

東
）、
松
井
曉
郎
（
大
洲
）、

大
田
健
悟
（
鴨
島
兄
弟
）、

野
村
義
和
（
香
美
）、
筧
牧

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
小
林
よ
う
子
（
八

戸
小
中
野
）、鈴
木
道
也
（
花

巻
）、雲
然
俊
美
（
秋
田
桜
）、

多
勢
眞
（
五
所
川
原
）、
中

西
絵
津
子
（
脇
本
）、
田
中

真
（
秋
田
高
陽
）、
田
邊
由

紀
夫
（
大
曲
）

【
信
徒
】
遠
藤
清
賢
（
江
刺
）、

宮
腰
桂
子
（
鷹
巣
）、
上
原

惠（
三
本
木
）、佐
藤
真
名（
奥

中
山
）、
小
枝
守
男
（
弘
前

西
）、
魚
住
惠
（
内
丸
）、
山

﨑
節
子
（
花
巻
）

（
鈴
木
道
也
報
）

人
（
伊
予
長
浜
）、
芦
名
弘

道
（
近
永
）、森
分
信
基
（
八

幡
浜
）、
木
谷
誠
（
今
治
）

【
信
徒
】
長
島
恵
子
（
鴨
島

兄
弟
）、須
賀
香
世
（
高
知
）、

中
村
証
二
（
善
通
寺
）、
脇

萬
里
子
（
三
島
真
光
）、
中

山
耕
平
（
土
佐
）、
矢
野
嗣

夫
（
西
条
栄
光
）、
菅
田
栄

子
（
松
山
城
北
）、
淺
間
由

子
（
宍
喰
）（新

報
編
集
部
報
）

　
教
区
宣
教
計
画
を
承
認

奥羽

教
区
規
則
変
更
の
2
議
案
を
可
決

四国
　
第
76
回
九
州
教
区
総
会

が
、
5
月
6
～
7
日
、
福
岡

中
部
教
会
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
た
。
開
会
時
の
議
員

数
は
2
2
8
名
中
1
6
5
名

で
あ
っ
た
。開
会
礼
拝
の
後
、

今
年
度
九
州
教
区
に
新
た
に

着
任
し
た
3
名
の
教
師
と
信

徒
伝
道
者
の
紹
介
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
准
允
式
が
執
り

行
わ
れ
、1
名
が
受
允
し
た
。

議
長
報
告
で
は
日
下
部
遣
志

議
長
よ
り
、
互
助
推
進
に
つ

い
て
、
沖
縄
教
区
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
た
、

教
区
が
直
面
す
る
そ
の
他
の

多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
つ
い

て
も
、
一
つ
一
つ
丁
寧
な
報

告
が
な
さ
れ
た
。

　
総
会
二
日
間
を
通
し
て
、

今
年
度
開
催
の
教
団
総
会
に

提
出
す
る
た
め
の
4
つ
の
議

案
、
①
日
本
基
督
教
団
「
伝

道
資
金
規
則
」
改
定
に
関
す

る
件
、
②
二
種
教
職
制
度
克

服
の
た
め
、
議
案
「
教
憲
9

条
を
改
正
し
、
伴
っ
て
関
連

教
規
条
項
を
改
正
す
る
」を
、

第
44
回
日
本
基
督
教
団
総
会

に
提
出
す
る
件
、
③
日
本
基

督
教
団
「
教
規
」
第
61
条
等

の
一
部
を
改
正
す
る
件
、
④

日
本
基
督
教
団
が
沖
縄
教
区

へ
の
謝
罪
を
表
明
す
る
こ
と

を
求
め
る
件
、が
審
議
さ
れ
、

全
て
可
決
さ
れ
た
。
①
か
ら

③
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
教

団
総
会
に
提
出
し
た
議
案
と

ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
改

め
て
教
団
総
会
に
お
い
て
審

議
さ
れ
る
べ
き
と
の
判
断
か

ら
再
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
③
と
④
は
沖
縄

教
区
に
関
係
す
る
議
案
と

な
っ
て
い
る
。審
議
す
る
中
、

議
場
か
ら
は
、「
九
州
教
区

総
会
の
議
案
と
し
て
扱
う
必

要
は
あ
る
の
か
」、「
教
区
総

会
で
は
、
教
区
固
有
の
課
題

や
伝
道
、
財
政
な
ど
を
優
先

し
て
扱
う
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ

た
が
、
教
団
全
体
の
課
題
と

し
て
提
案
す
る
意
義
や
、
真

の
合
同
教
会
の
形
成
を
目
指

し
続
け
る
た
め
に
も
、
教
団

総
会
の
場
で
審
議
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
意
見
が
複
数
あ

り
、
教
団
総
会
議
案
と
し
て

提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
他
の
議
案
と
し
て

は
、
今
回
新
た
に
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
と
対
策
の

た
め
の
取
り
組
み
に
関
す
る

件
」
が
扱
わ
れ
、
こ
れ
ま
で

九
州
教
区
が
取
り
組
ん
で

新
た
な
教
会
の
設
立
と
一
教
会
の
解
散
を
承
認

九州

き
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
対
応
の
み
な
ら

ず
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
全
般
へ

の
対
応
と
防
止
に
取
り
組
む

た
め
の
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
特
設
委
員
会
（
仮
称
）」

を
次
期
教
区
総
会
よ
り
設
置

す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、議
案
は
可
決
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
門
司
白
金
教
会

（
北
九
州
地
区
）
の
解
散
、

佐
世
保
東
部
教
会
（
長
崎
地

区
）の
設
立
が
承
認
さ
れ
た
。

　
今
年
度
の
教
区
予
算
に
つ

い
て
、
工
藤
俊
一
財
務
部
委

員
長
よ
り
、
従
来
の
教
区
活

動
を
維
持
し
つ
つ
、
実
情
に

合
わ
せ
た
編
成
で
あ
る
と
の

説
明
を
受
け
、
予
算
案
は
承

認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
九
州

教
区
は
現
在
、
財
政
面
に
お

い
て
赤
字
決
算
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
支
出
削
減
を

念
頭
に
置
き
つ
つ
、
教
区
活

動
の
見
直
し
を
含
め
、
今
後

必
要
な
働
き
の
た
め
に
ど
の

よ
う
に
財
源
を
活
用
し
て
い

く
べ
き
か
が
議
論
さ
れ
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
浅
場
理
恵
（
長
崎

古
町
）、
上
原
智
加
子
（
八

幡
鉄
町
）、日
下
部
克
彦
（
大

分
）、日
下
部
遣
志
（
川
内
）、

佐
藤
真
史
（
荒
尾
）、
多
田

玲
一
（
熊
本
白
川
）、
戸
田

奈
都
子
（
川
内
）、
長
谷
川

渉（
津
屋
崎
）、日
高
伴
子（
直

方
）、本
多
香
織
（
瀬
戸
内
）、

矢
﨑
和
彦
（
福
岡
城
東
橋
）

【
信
徒
】
伊
津
見
七
生
子
（
若

松
浜
ノ
町
）、上
垣
明
美
（
行

橋
）、
上
野
敬
一
郎
（
鹿
児

島
加
治
屋
町
）、
勝
野
耕
太

郎
（
福
岡
女
学
院
）、
川
邊

福岡中部教会を会場に 10地区、
124 教会・伝道所が集合 3分の 2以上の賛成で教区規則を変更

小林よう子議長が受允者を紹介

希
和
子
（
小
倉
日
明
）、
川

端
智
絵
（
大
牟
田
正
山
町
）、

坂
田
圭
子
（
指
宿
）、
坂
本

圭
（
宇
佐
）、立
尾
啓
二
（
熊

本
草
葉
町
）、
二
田
眞
知
子

（
福
岡
社
家
町
）、
沼
富
美
子

（
長
崎
平
和
記
念
）

（
長
谷
川
渉
報
）
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教
会
、
正
雀
伝
道
所
、
久
宝

教
会
を
牧
会
し
、18
年
隠
退
。

遺
族
は
妻
・
泉
淳
子
さ
ん
。

笠
原
金
吾（
無
任
所
教
師
）

　
26
年
5
月
8
日
逝
去
、
95

歳
。
新
潟
県
生
ま
れ
。
54
年

日
本
基
督
教
神
学
専
門
学
校

卒
業
、
同
年
よ
り
99
年
ま
で

横
手
教
会
を
牧
会
。
遺
族
は

子
・
笠
原
謙
さ
ん
。

酒
匂
春
美（
隠
退
教
師
）

　
26
年
5
月
12
日
逝
去
、
99

歳
。
宮
﨑
県
生
ま
れ
。
59
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
、同
年
よ
り
原
水
伝
道
所
、

八
代
、
新
庄
、
田
辺
教
会
を

牧
会
し
、
04
年
隠
退
。
遺
族

満
丸
愛
彦（
隠
退
教
師
）

　
26
年
3
月
7
日
逝
去
、
88

歳
。
新
潟
県
生
ま
れ
。
67
年

日
本
伝
道
福
音
教
団
柏
崎
聖

書
学
院
卒
業
、
77
年
よ
り
豊

山
、
大
宮
前
、
浜
松
元
城
教

会
を
牧
会
し
、
08
年
隠
退
。

遺
族
は
子
・
満
丸
基
宣
さ
ん
。

泉
　
十
次（
隠
退
教
師
）

　
26
年
4
月
16
日
逝
去
、
88

歳
。
栃
木
県
生
ま
れ
。
65
年

同
志
社
大
学
大
学
院
修
了
、

同
年
よ
り
大
阪
教
会
、
長
居

伝
道
所
、
南
住
吉
、
寝
屋
川

　
正
教
師
登
録

ネ
ル
ソ
ン
橋
本
ジ
ョ
シ
ュ
ア
諒

（
2
0
2
6
・
4
・
30
受
按
）

清
野
　
量

（
2
0
2
6
・
5
・
10
受
按
）

後
宮
　
嗣

（
2
0
2
6
・
5
・
16
受
按
）

小
林
　
明

（
2
0
2
6
・
5
・
24
受
按
）

　
補
教
師
登
録

三
永
信
泰

（
2
0
2
6
・
4
・
30
受
允
）

酒
井
晋
弥

（
2
0
2
6
・
5
・
6
受
允
）

小
林
恭
平

（
2
0
2
6
・
5
・
11
受
允
）

新
沼
由
美
、
吉
岡
光
恵
、

吉
岡
優
介
、
滝
口
大
気

（
2
0
2
6
・
5
・
19
受
允
）

榊
原
か
を
る

（
2
0
2
6
・
5
・
24
受
允
）

　
教
師
異
動

鹿
沼
　
　
辞（
主
）髙
﨑
正
芳

　
〃
　
　
就（
主
）山
本
克
三

取
手
　
　
就（
主
）松
永
明
夫

日
本
基
督
教
団

辞（
教
）大
三
島
義
孝

大
月
新
生
辞（
主
）井
本
克
二

　
〃
　
　
就（
代
）井
本
克
二

関
西
学
院
高
等
部

就（
教
）武
井
裕
賀
里

西
神
美
賀
多
台

辞（
主
）清
水
朝
子

　
〃
　
　
就（
代
）入
　
順
子

八
尾
　
　
辞（
主
）池
田
優
希

　
〃
　
　
就（
主
）清
水
朝
子

芸
西
　
　
就（
主
）三
永
信
泰

神
の
愛
キ
リ
ス
ト

辞（
代
）小
池
与
之
祐

北
本
　
　
辞（
代
）武
田
真
治

　
〃
　
就（
兼
主
）柳
田
洋
夫

松
崎
　
　
就（
代
）上
田
　
文

南
豆
　
　
就（
代
）上
田
　
文

（
4
面
に
続
く
）

　
京
都
教
区
定
期
総
会
を
5

月
15
日
16
日
、
洛
陽
教
会
で

開
催
し
た
。開
会
礼
拝
の
後
、

各
団
体
か
ら
の
挨
拶
が
あ

り
、
組
織
会
を
行
っ
た
。
議

員
1
4
8
名
中
91
名
出
席
、

二
日
目
冒
頭
64
名
出
席
で
成

立
し
た
。
今
総
会
も
時
間
短

縮
の
た
め
に
、
報
告
議
事
は

朗
読
を
割
愛
し
、
質
疑
応
答

か
ら
審
議
を
開
始
し
た
。

　
一
日
目
冒
頭
の
議
長
報
告

と
常
置
委
員
会
報
告
で
は
、

「
教
師
問
題
」
の
課
題
の
風

化
、「
合
同
問
題
」
へ
の
教

区
の
姿
勢
、
沖
縄
･
辺
野
古

で
の
事
件
を
巡
る
意
見
、
負

担
金
未
納
教
会
を
巡
る
教

区
の
あ
り
方
の
問
題
、
ア
ウ

テ
ィ
ン
グ
を
巡
る
教
団
部
落

解
放
セ
ン
タ
ー
の
姿
勢
、
な

ど
が
問
わ
れ
た
。
按
手
式
執

行
に
関
す
る
件
に
つ
い
て

は
、
議
長
提
案
に
修
正
動
議

が
あ
っ
た
が
、
少
数
否
決
さ

れ
、
提
案
通
り
、
議
長
が
代

表
し
て
按
手
す
る
方
法
と
し

た
。法
定
議
案
以
外
で
は「
大

江
野
の
花
教
会
解
散
に
関
す

る
件
」
が
審
議
さ
れ
、
解
散

申
請
を
承
認
し
た
。
こ
れ
に

関
し
て
は
当
該
教
会
の
信
徒

か
ら
の
歴
史
、
経
緯
に
つ
い

て
話
を
伺
い
、
各
人
の
思
い

を
述
べ
、
承
認
後
は
祈
り
を

も
っ
て
議
事
を
終
え
た
。
そ

の
他
、教
団
総
会
議
員
選
挙
、

各
部
委
員
会
・
各
地
区
報
告
、

決
算
報
告
・
監
査
報
告
等
が

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
提
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　
一
日
目
夕
刻
に
協
議
会
を

開
催
し
た
。
常
議
員
会
が
各

教
区
の
意
見
を
求
め
る
と
さ

れ
た
「
教
団
機
構
改
定
」
に

つ
い
て
、
教
区
議
長
が
説

明
、
発
題
を
行
っ
た
。
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ら
の
意
見
を
ま
と
め
、
常

置
委
員
会
の
確
認
を
経
た
う

え
で
、
教
団
に
送
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
教
団
問
安
使
の
派
遣
は
教

団
の
強
権
的
姿
勢
へ
の
抗
議

と
し
て
23
年
連
続
で
今
回
も

断
っ
た
が
、
教
団
と
の
対
論

は
続
け
て
い
る
。
今
総
会
で

は
黒
田
若
雄
教
団
書
記
は
傍

聴
と
い
う
形
で
あ
っ
た
が
、

常
置
委
員
会
で
は
今
後
、
別

の
機
会
に
協
議
を
持
ち
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
二
日
目
は
按
手
式
礼
拝
に

お
い
て
按
手
式
（
1
名
）
を

執
行
後
、
以
下
の
建
議
2
件

を
議
案
と
し
、
可
決
し
た
。

①
「
国
家
情
報
会
議
」
設
置

法
案
の
廃
案
を
求
め
る
声
明

を
内
外
に
向
か
っ
て
表
明
す

る
件
。
②
戦
前
･
戦
中
へ
と

回
帰
し
て
い
る
こ
の
国
の
あ

り
方
に
抗
し
て
、「
日
本
国

憲
法
」
に
関
す
る
京
都
教
区

と
し
て
の
態
度
を
再
確
認

し
、
内
外
に
表
明
す
る
件
。

　
経
常
会
計
予
算
案
は
、
今

年
度
も
予
算
の
引
き
下
げ
を

行
い
、
ま
た
各
伝
道
所
･
教

会
の
負
担
金
軽
減
の
た
め

に
「
負
担
金
軽
減
措
置
金
」

2
0
0
万
円
を
特
別
会
計
か

ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
、
こ

れ
が
承
認
さ
れ
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
横
田
明
典
（
近
江

金
田
）、小
笠
原
純
（
平
安
）、

浅
野
献
一
（
室
町
）、
平
山

正
道
（
大
津
）、
鳥
井
新
平

（
近
江
平
安
）、菅
根
信
彦（
同

志
社
）、
新
井
純
（
世
光
）、

熊
谷
沙
蘭
（
桂
）、
堀
江
有

里
（
西
小
倉
め
ぐ
み
）、
横

田
法
子
（
草
津
）

【
信
徒
】
冨
増
献
兒
（
西
小

倉
め
ぐ
み
）、
堀
井
忠
（
京

都
丸
太
町
）、
原
田
潔
（
大

津
東
）、谷
村
耕
太
（
水
口
）、

金
子
町
子
（
世
光
）、
山
下

容
子（
石
山
）、上
田
佳
子（
大

津
）、
原
田
直
樹
（
近
江
平

負
担
金
軽
減
措
置
金
の
支
出
を
承
認

京都
　
西
中
国
教
区
「
第
75
回
定

期
総
会
」が
5
月
19
～
20
日
、

カ
リ
エ
ン
テ
山
口
（
山
口
市

湯
田
温
泉
）
に
て
開
催
さ
れ

た
。
議
員
総
数
1
1
1
名
中

81
名
の
参
加
（
総
会
開
始

時
）、
教
団
問
安
使
と
し
て

網
中
彰
子
総
幹
事
、
在
日
大

韓
基
督
教
会
西
部
地
方
会
、

会
堂
共
済
組
合
、
部
落
解
放

セ
ン
タ
ー
、
亀
の
里
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
ハ
ウ
ス
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
精
鈴
園
、
西

中
国
キ
リ
ス
ト
教
社
会
事
業

団
、
廿
日
市
高
齢
者
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
、
広
島
キ
リ
ス
ト
教

社
会
館
、
ね
む
の
家
・
湖
水

園
よ
り
来
訪
者
が
与
え
ら
れ

た
。

　
今
総
会
で
は
、
以
下
の
議

案
が
審
議
さ
れ
た
。

　
①
第
44
回
教
団
総
会
議
員

選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
②
日
本
基
督
教
団
西
中
国

教
区
規
則
変
更
に
関
す
る
件

は
、
議
長
・
副
議
長
・
書
記
・

常
置
委
員
の
連
続
任
期
を
3

期
ま
で
と
す
る
規
則
変
更
が

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
③
第
44
回
教
団
総
会
へ
の

提
出
議
案
と
し
て
、
日
本
基

督
教
団
と
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教

団
と
の
「『
合
同
の
と
ら
え

な
お
し
と
実
質
化
』
特
設
委

員
会
」
を
設
置
す
る
件
、
北

村
慈
郎
教
師
に
対
す
る
免
職

処
分
手
続
き
に
つ
い
て
の
再

検
討
を
教
団
常
議
員
会
に
付

託
す
る
件
が
承
認
さ
れ
た
。

　
④
教
区
総
会
二
日
目
に
開

催
さ
れ
た
「
西
中
国
教
区

教
職
退
職
慰
労
金
共
済
会

総
会
」
に
て
、
共
済
会
の
解

散
が
議
決
さ
れ
た
。
第
19

回
西
中
国
教
区
定
期
総
会

（
1
9
7
0
年
）
に
お
い
て

教
区
内
諸
教
会
・
伝
道
所
の

相
互
扶
助
の
連
帯
の
証
し
と

し
て
始
ま
っ
た
共
済
会
の
こ

れ
ま
で
の
尊
い
働
き
に
感
謝

す
る
。

　
尚
、「
教
団
機
構
改
定
案
」

に
は
、
沖
縄
教
区
不
在
の
中

で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

教
区
間
の
格
差
等
へ
の
強
い

懸
念
が
示
さ
れ
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
鎌
野
真
（
福
山
延

広
教
会
）、
向
井
希
夫
（
広

島
流
川
教
会
）、
海
老
原
佳

奈
子
（
岩
国
教
会
）、
小
畑

太
作
（
宇
部
教
会
）、
大
月

純
子
（
広
島
府
中
教
会
）、

加
藤
俊
英
（
下
関
西
教
会
・

下
関
彦
島
教
会
・
小
月
教

会
）、
小
松
博
士
（
呉
平
安

教
会
）

【
信
徒
】
土
井
桂
子
（
廿
日

教
団
総
会
へ
の
提
出
議
案
を
承
認

西中国

市
教
会
）、
野
口
菊
義
（
大

島
教
会
）、
松
尾
登
（
山
口

信
愛
教
会
）、田
中
睦
子
（
山

口
教
会
）、
安
冨
俊
雄
（
下

関
教
会
）、
伊
藤
彰
（
呉
平

安
教
会
）、
重
松
純
（
広
島

教
会
）

（
小
松
博
士
報
）

カリエンテ山口にて 81名が出席

青年大会参加者募集中
《日本キリスト教団 青年大会2026》

◎日時　9月23日（水・休）　11時00分〜 16時30分
◎主な内容　礼拝・交流会・中高生／大学生／社会人分団・

　　　　　全体会
＊コンセプトは「コネクト」。教会につながりがある人た

ちと出会い、共に聖書のメッセージを聞き、賛美します。
オンラインで各会場にいるなかま・ゲストたちをつなぎ
ます。昼食・分団等の時間を通して参加者同士の交わり
を深めます。会場毎に特別企画（前後プログラム）が行
われる場合があります。

◎地域をつなぐ・全国でつながる7会場
　札幌教会（北海道）、東北教区センター・エマオ（仙台）、

三崎町教会（東京）、金城教会（名古屋）、大阪教会（大
阪）、高知教会（四国）、福岡中部教会（九州）

◎テーマ聖句　エフェソの信徒への手紙3章18節
◎テーマ　－キリストの愛の広さ、長さ、高さ、深さ－
◎ゲスト
　開会礼拝説教：山名高広（玉川聖学院中・高教師）
　立証：吉岡恵生（高槻日吉台教会牧師）
　閉会礼拝説教：雲然俊美（日本基督教団総会議長）
◎対象　日本基督教団の教会とつながりがある青年／求道

者（※会場までの移動が難しい方は、必ず引率者を立て
てください）

◎参加費　1,000円（昼食代）
◎申し込み（8月末締）
　https://forms.gle/dvVYGPrbyw6iyCV67
　公式WEB・SNS（UCCJ SENENで検索）
◎問い合わせ先　青年大会実行委員会
　　　　　　　　（uccjsenen@gmail.com）

《献金のお願い》
青年への交通費補助のための献金を募ります。

＊献金目標額　220万円
＊振込先　ゆうちょ銀行（記号10080、番号58336771）
　　　　　名義　日本基督教団

安
）、
井
上
直
（
洛
北
）、
有

川
悟
（
東
舞
鶴
）

（
横
田
明
典
報
）

は
子
・
伊
藤
美
子
さ
ん
。

太
田
愛
人（
隠
退
教
師
）

　
26
年
5
月
23
日
逝
去
、
97

歳
。
岩
手
県
生
ま
れ
。
56
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
、
同
年
よ
り
大
町
教
会
、

信
濃
村
伝
道
所
、
上
星
川
教

会
を
牧
会
し
、
99
年
隠
退
。

遺
族
は
子
・
太
田
牧
人
さ
ん
。
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（
3
面
よ
り
続
き
）

台
湾
基
督
長
老
教
会
国
際
日

語
教
会辞（

外
）
う
す
き
み
ど
り 

栃
尾
　
就（
代
）菊
地
恵
美
香

原
宿
　
　
就（
担
）小
林
恭
平

関
西
学
院
初
等
部

就（
教
）貴
田
直
樹

唐
津
　
　
辞（
代
）髙
木
　
愛

　
〃
　
　
就（
主
）酒
井
晋
弥

相
知
　
　
辞（
代
）髙
木
　
愛

　
〃
　
就（
兼
主
）酒
井
晋
弥

西
東
京
　
辞（
主
）加
藤
知
祈

豊
橋
東
田
辞（
主
）中
島
善
子

　
〃
　
　
就（
代
）地
多
政
枝

海
老
名
　
辞（
代
）長
倉
　
基

　
〃
　
　
就（
主
）中
島
善
子

六
角
橋
　
辞（
担
）柴
田
朋
子

横
浜
上
原
就（
主
）増
田
志
郎

清
水
ヶ
丘就（

担
）倉
持
お
り
ぶ

湯
河
原
　
辞（
担
）山
﨑
正
幸

二
宮
　
　
辞（
代
）金
子
信
一

　
〃
　
　
就（
主
）山
﨑
正
幸

横
須
賀
学
院辞（

教
）吉
住
高
志

日
本
医
療
伝
道
会

辞（
教
）大
野
高
志

　
〃
　
　
就（
教
）吉
住
高
志

鎌
倉
恩
寵
就（
担
）大
野
高
志

安
岡
　
　
辞（
代
）松
隈
　
協

　
〃
　
　
就（
代
）隅
野
　
徹

小
田
原
　
就（
代
）金
子
信
一

千
代
田
　
辞（
主
）戒
能
信
生

　
〃
　
　
就（
代
）戒
能
信
生

　
〃
　
　
就（
担
）柴
田
朋
子

柴
宿
　
　
辞（
代
）加
藤
直
樹

　
〃
　
　
就（
主
）新
沼
由
美

秋
田
楢
山辞（

代
）田
邊
由
紀
夫

　
〃
　
　
就（
主
）吉
岡
優
介

　
〃
　
　
就（
担
）吉
岡
光
恵

名
古
屋
東
辞（
代
）村
山
盛
芳

　
〃
　
就（
代
）川
上
野
ゆ
り

春
日
井
就（
兼
主
）榮
　
　
厳

金
城
学
院
就
　（
教
）洛
雲
海

宇
和
島
信
愛辞（

主
）松
谷
眞
理

　
〃
　
　
就（
主
）藤
本
　
真

秋
田
飯
島
辞（
主
）中
原
眞
澄

　
〃
　
就（
代
）中
西
絵
津
子

蒲
田
　
　
就（
代
）鈴
木
淳
一

読
谷
　
就（
主
）榊
原
か
を
る

各
務
原
　
就（
担
）滝
口
大
気

　
教
師
隠
退

大
三
島
義
孝
、小
池
与
之
祐
、

青
野
和
彦
、
佐
藤
栄
一
、

松
谷
眞
理

　
隠
退
よ
り
復
帰

増
田
志
郎

　
第
二
種
教
会
設
立

佐
世
保
東
部（
伝
道
所
よ
り
）

　
教
会
種
別
変
更

指
宿

（
第
一
種
か
ら
第
二
種
へ
）

　
信
徒
伝
道
者
異
動

唐
津
　
　
辞
　
　
酒
井
晋
弥

相
知
　
　
辞
　
　
酒
井
晋
弥

　
大
鰐
に
福
音
の
種
が
ま
か
れ
た
の

は
、敗
戦
後
間
も
な
く
の
時
で
し
た
。

ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
に
籍
を
お
く
信
徒

の
方
の
ご
自
宅
に
、
東
奥
義
塾
、
弘

前
学
院
聖
愛
高
校
（
当
時
の
弘
前
女

学
校
）
の
生
徒
た
ち
が
集
ま
り
、
讃

美
歌
練
習
の
形
で
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
同
時
期
、
1
9
4
7
年
か
ら
は

藤
田
匡
牧
師
、
藤
田
貞
雄
牧
師
、
藤

田
恒
男
牧
師
が
聖
書
の
話
を
担
当
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
路
傍
伝
道
も
始

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
1
9
5
0
年
に
藤
田
恒
男
牧
師
と

初
代
の
信
徒
の
方
々
の
ご
尽
力
に

よ
っ
て
、
現
在
の
大
鰐
伝
道
所
の

前
身
と
な
る
旧
大
鰐
伝
道
所
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
大
鰐
商
業

組
合
の
一
室
を
借
り

て
、
集
会
を
守
っ
て

い
ま
し
た
。

　
1
9
5
6
年
か
ら

は
経
済
的
な
理
由

で
、
商
業
組
合
よ
り

当
時
の
お
二
人
の
信

徒
の
方
の
ご
自
宅
の

2
階
を
順
番
に
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
礼

拝
を
守
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
1
9
6
7

年
、
弘
前
教
会
の
承

認
を
得
て
、
弘
前
教

会
に
合
併
し
、
弘
前

教
会
大
鰐
集
会
と
な

り
、
場
所
も
大
鰐
町

蔵
館
に
あ
る
大
湯
会

館
の
一
室
に
移
し
ま

し
た
。

　
更
に
1
9
8
0
年
代
か
ら
は
大

鰐
の
教
会
堂
建
築
の
た
め
に
力
を

入
れ
る
機
運
が
よ
り
一
層
高
ま
り
、

1
9
8
3
年
10
月
、
様
々
な
問
題
を

乗
り
越
え
て
弘
前
教
会
臨
時
総
会
に

お
い
て
大
鰐
教
会
設
立
の
案
が
可
決

さ
れ
、
翌
年
1
9
8
4
年
に
大
鰐
教

会
設
立
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

弘
前
教
会
1
1
0
周
年
記
念
事
業
と

し
て
教
団
認
可
の
も
と
で
の
大
鰐
教

会
を
5
ヶ
年
で
完
成
さ
せ
る
計
画
を

立
て
ま
し
た
。

　
1
9
8
5
年
に
現
在
の
会
堂
が
あ

る
場
所
、
大
鰐
町
羽
黒
館
の
土
地

1
0
0
坪
を
購
入
し
、
1
9
8
7
年

に
は
現
在
の
礼
拝
堂
の
建
物
が
完
成

し
、
教
会
学
校
が
礼
拝
堂
に
お
い
て

開
始
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
1
9
9
2
年
4
月
5
日
に

日
本
基
督
教
団
大
鰐
伝
道
所
開
設
式

を
、
大
き
な
喜
び
の
中
で
執
り
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
主
任
担
任
教

師
に
は
阿
部
精
二
牧
師
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
１
年
間
の
竹
内
郁
夫
牧

師
に
よ
る
代
務
教
師
に
よ
る
教
会
運

営
時
代
を
経
て
、
2
0
0
0
年
4
月

に
は
千
葉
望
牧
師
が
主
任
担
任
教
師

と
し
て
着
任
さ
れ
、
伝
道
所
は
大
き

な
喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
2
0
0
5
年
か
ら
は
、
竹
内
郁
夫

牧
師
、
竹
内
豊
子
牧
師
、
安
達
正
希

教
師
、
村
岡
博
史
牧
師
の
順
に
弘
前

教
会
及
び
聖
愛
高
校
か
ら
の
各
代
務

牧
師
の
そ
れ
ぞ
れ
温
か
い
牧
会
者
の

方
々
に
よ
る
御
支
え
の
数
々
に
よ
っ

て
、
教
会
の
運
営
が
守
ら
れ
て
き
た

こ
と
も
、
本
当
に
感
謝
の
歩
み
で
あ

り
ま
し
た
。

　
現
在
、現
住
陪
餐
会
員
は
3
名
で
、

礼
拝
の
奨
励
・
司
式
・
奏
楽
・
受
付

の
担
当
を
3
名
で
分
担
し
て
担
っ
て

く
だ
さ
り
、
礼
拝
や
祈
祷
会
、
茶
話

会
、
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
主
に
在

る
温
か
い
交
わ
り
の
時
が
も
た
れ
て

い
ま
す
。

　
説
教
は
通
常
、
現
代
務
牧
師
で
あ

る
、
渡
邊
に
よ
る
録
音
（
CD
）
を
聞

き
、
そ
の
他
に
は
信
徒
に
よ
る
奨
励

も
行
い
、定
期
的
に
東
奥
義
塾
中
高
、

弘
前
学
院
大
学
、
弘
前
学
院
聖
愛
中

高
の
各
教
務
教
師
の
先
生
方
に
説
教

と
聖
餐
式
執
行
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
祈
り
の
課
題
は
、「
地
元
か
ら
受

洗
者
が
起
こ
さ
れ
る
こ
と
」、「
求
道

者
が
信
仰
告
白
へ
と
導
か
れ
る
こ

と
」、「
中
高
生
へ
の
宣
教
が
進
む
こ

と
」、「
主
任
牧
師
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
」、「
津
軽
地
域
南
端
の
教
会
と
し

て
用
い
ら
れ
る
こ
と
」、「
コ
ン
サ
ー

ト
等
行
事
の
祝
福
」
で
す
。
伝
道
所

の
宣
教
を
覚
え
て
お
祈
り
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

支えられ守られて、感謝の歩み
弘前教会牧師、大鰐伝道所（代務者）　渡邊　宣博

伝道推進室より応援した教会・伝道所

上：雪の朝の大鰐伝道所
下：信徒奨励時の礼拝堂

　「
風
見
鶏
」
は
、
あ
の
ペ
ト
ロ
の

経
験
を
表
す
も
の
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
。
9
世
紀
に
教
皇
ニ
コ
ラ
ウ

ス
1
世
が
全
て
の
教
会
に
取
り
付
け

る
こ
と
を
命
じ
て
以
来
、
教
会
堂
以

外
の
建
物
に
も
普
及
し
た
そ
う
だ
。

イ
エ
ス
の
受
難
、
罪
へ
の
警
戒
、
警

告
を
告
げ
、
勤
勉
な
ど
を
も
象
徴
す

る
も
の
だ
っ
た
が
、「
あ
の
人
は
風

見
鶏
だ
」
と
言
え
ば
、
定
見
を
持
た

な
い
日
和
見
主
義
と
か
ご
都
合
主
義

と
、
酷
く
悪
い
意
味
し
か
な
い
。

　
し
か
し
私
は
、
自
分
は
風
見
鶏
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
主
イ
エ

ス
を
完
全
に
否
ん
だ
ペ
ト
ロ
も
、
教

会
の
迫
害
者
パ
ウ
ロ
も
、
1
8
0
度

の
方
向
転
換
を
経
験
し
た
。
た
だ
、

彼
ら
は
自
ら
方
向
を
変
え
た
の
で
は

な
い
。
聖
霊
を
受
け
て
方
向
を
逆
転

さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
人
生
も
、

聖
霊
に
よ
っ
て
御
言
葉
を
語
る
こ
と

を
禁
じ
ら
れ
た
り
イ
エ
ス
の
霊
に

よ
っ
て
前
進
が
妨
げ
ら
れ
る
経
験
も

含
め
て
、
常
に
主
の
霊
を
身
に
受
け

て
方
向
を
変
え
ら
れ
続
け
た
。

　
屋
根
の
上
の
風
見
鶏
も
自
分
で
方

向
を
変
え
る
こ
と
は
な
い
。
風
を
受

け
て
は
向
き
を
変
え
ら
れ
、
人
々
に

風
と
そ
の
働
き
を
証
し
し
て
い
る
。

　「
霊
」
は
「
風
」。
イ
エ
ス
は
「
風

は
思
い
の
ま
ま
に
吹
く
。
…
霊
か
ら

生
ま
れ
た
者
も
皆
そ
の
と
お
り
で
あ

る
」
と
言
わ
れ
る
（
ヨ
ハ
ネ
3
・
8
）。

風
は
見
え
な
い
が
、
は
っ
き
り
と
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
聖
霊
も
目
に

見
え
な
い
が
、
そ
の
力
は
見
え
る
か

た
ち
で
現
れ
る
。
主
の
霊
が
吹
い
て

来
る
方
を
感
じ
取
っ
て
、
振
り
向
く

風
見
鶏
で
あ
り
た
い
。

（
教
団
総
会
副
議
長
　
藤
盛
勇
紀
）

神
の
風
見
鶏

神
の
風
見
鶏

　
現
在
、
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て

い
る
近
藤
さ
ん
は
、
イ
チ
ゴ
畑
や

梨
畑
が
広
が
り
、
近
く
に
農
家
の

屋
敷
森
や
緑
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス

が
あ
る
東
京
郊
外
の
町
で
育
ち
、

小
平
教
会
附
属
小
平
学
園
幼
稚
園

に
通
っ
た
。

　
近
藤
さ
ん
は
25
歳
の
と
き
に
洗

礼
を
受
け
た
。
自
然
が
た
く
さ
ん

残
っ
た
土
地
で
泥
ま
み
れ
に
な
っ

て
育
つ
中
、
物
質
世
界
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
く

て
大
学
に
進
み
、
研
究
者
に
な
る

道
を
選
ん
だ
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
洗
礼
を
受
け
た
の
は
、
茨
城

県
つ
く
ば
市
に
研
究
者
と
し
て
赴

任
す
る
3
か
月
前
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
前
の
年
に
父
親
が
大
き

な
交
通
事
故
に
会
い
九
死
に
一
生

を
得
る
様
子
を
傍
ら
で
見
て
、
こ

の
世
の
中
に
本
当
に
依
り
頼
む
こ

と
が
で
き
る
存
在
を
求
め
た
、
と

近
藤
さ
ん
は
言
う
。
さ
ら
に
、
幼

稚
園
の
こ
ろ
か
ら
中
学
生
ま
で
過

ご
し
た
教
会
学
校
生
活
や
先
に
救

わ
れ
た
家
族
の
祈
り
が
あ
っ
た
こ

と
を
思
い
、
神
様
に
よ
る
備
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
洗
礼
に
導
か
れ

た
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
洗
礼
は
不
信
仰
と
の

闘
い
の
出
発
点
で
も
あ
っ
た
と

近
藤
さ
ん
は
言
う
。
自
然
科
学

の
研
究
者
を
職
業
と
す
る
よ
う
に

な
り
、
聖
書
の
記
述
と
自
然
科
学

に
よ
る
世
界
の
理
解
の
間
に
あ

る
ギ
ャ
ッ
プ
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
大
学
に

移
っ
て
か
ら
も
続
い
た
が
、
今
で

は
、
聖
書
は
説
明
す
る
対
象
で
は

な
く
、
神
様
か
ら
の
言
葉
と
し
て

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
べ
き
も
の

と
受
け
止
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
大
学
で
人
を
育
て
る
こ
と

に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、
自
分
個

人
の
研
究
よ
り
も
、
研
究
を
通
し

て
若
い
人
が
世
の
中
の
課
題
に
立

ち
向
か
え
る
よ
う
な
力
を
身
に
つ

け
て
巣
立
つ
こ
と
を
目
標
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
学
生
た
ち
と
同

じ
目
線
に
な
っ
て
物
事
を
見
つ

め
、
彼
ら
が
失
敗
を
恐
れ
ず
自
分

の
力
で
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
支

援
す
る
こ
と
を
目
指
し
「
遜
っ
て

仕
え
る
者
に
変
え
て
く
だ
さ
い
」

と
祈
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。

 遜って仕える者に
 変えてください

小平教会員

近
こんどう

藤　寛
ひろし

さん
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